
豊かな自然と文化の薫る海上空港都市 昭和61年4月1日 No1052

市政だより
人口の動き

(前月比〉
人口(男)33.490 - 7 
(女)36.343 +14 
(計)69. 833 + 7 

世帯数 20.564- 8 
3月1日現在

手話講習終了式 (3月12日・福祉センター)

Q)侶らもお~~ク号イ!fJ@仰固~切
今年で8回目を迎えだ手話講習会終了式 これまでに学生や主婦公務員など約300人が受講

今では 多くの人ガボランティ戸として活躍し まだ職場で役立てたりしています

“手話を身につけ 聴覚障害者の人と本当にl山ガ通じ疋と思う

これからも 手話を自分の財産として 大切にしていきだい"と語る 受講者の皆さんです

(昭和61年度の手話講習会let4月から始まります。詳しくは7ページ「ふくしのひろば」をご覧ください〉

毎月1日・ 15日発行 発行所/大村市役所ft(内(@4111 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版刷
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市
内
で
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番
目
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中
学
校

勺むおお11川11川川川i“州州川11川t“i

〔

¥、f
(¥
 

( 

同
校
は
市
街
地

と
大
村
湾
を
一
望

に
見
お
ろ
せ
、
周

り
を
緑
に
固
ま
れ

た
場
所
で
、
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
ま

す。
学
校
敷
地
は
3

万
2
3
3
2
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
東

側
に
校
舎
(
延
べ

4
9
8
3平
方
メ

ー
ト
ル
)
と
体
育

館

(
1
0
1
1平

方
メ
ー
ト
ル
)が、

西
側
に
は
運
動
場

(
1
万
1
3
5
0

平
方
メ
ー
ト
ル
)
と
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

(
1
8
4
0平
方
メ
ー
ト
ル
)
が
あ

り
ま
す
。

校
舎
は
周
囲
の
緑
に
マ
ッ
チ
し
た

ア
イ
ボ
リ
i
色
の
3
階
建
(
一
部
4

階
)
。
北
側
と
南
側
に
普
通
教
室
口
、

西
側
に
職
員
室
や
保
健
室
な
ど
の
管

理
棟
と
、
美
術
、
音
楽
、
理
科
、
調

理、

被
服
、
金
工
、
木
工
、
教
育
相

談
室
な
ど
特
別
教
室
日
を
設
け
て
い

ま
す。こ
の
ほ
か
、
校
舎
の
北
側
に
は
プ

ー
ル

(お
メ
ー
ト
ル
、
7
コ
1
ス
)

も
あ
り
充
実
し
た
教
育
施
設
に
な
っ

て
い
ま
す
。

大
村
中
学
校
開
校
に
先
立
ち
、
玖

島
中
学
校
で

3
月

μ
日
、
分
離
式
が

行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
「
玖
島
中
、

分離式 (3月24日、玖島中)

〈工事中ご迷惑をおかけしますが、 ご協力ください)

大
村
中
と
別
れ
て
も
、
い
つ
ま
で
も

友
情
を
大
切
に
し
よ
う
」

と
誓
い
合

っ
て
い
ま
し
た
。

分
離
式
終
了
後
、
生
徒
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
、
玖
島
中
学
校
か
ら
大
村

中
学
校
へ
引
き
継
が
れ
る
机
や
い
す

の
移
転
年
雲
行
わ
れ
、
生
徒
は
新

学
期
に
向
け
、
胸
を
は
ず
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

な
お
、
校
区
は
三
城
小
学
校
、
旭

が
丘
小
学
校
、
東
大
村
小
学
校
で
、

開
校
時
の
生
徒
数
は
約
6
9
0人、

口
ク
ラ
ス
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
臼
年
4
月
開
校
を
め
ざ
し

て、

桜
馬
場
二
丁
目
に
「
桜
が
原
中

学
校
」

の
建
設
工
事
を
進
め
て
お
り
、

市
で
は
数
育
環
境
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

道しるべ伸びる文化の※下水道
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春の全国安通安全運動

<><>4月6日-15日。。

春
は
、
新
入
学
児
の
不
慣
れ
な
通

学
に
よ
る
事
故
や
、
花
見
な
ど
に
よ

る
飲
酒
事
故
が
多
い
時
期
で
す
。

4
月
6
日
か
ら
日
日
ま
で
、
全
国

一
斉
に
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

①
シ
l
ト
ベ
ル
ト

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

②
子
供
と
お
年
室
町り
の
交
通
事
故
防

止
③
二
輪
車
の
無
謀
運
転
の
追
放

を
重
点
目
標
に
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
に
入
り
、
県
内
各
地
で
死
亡

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
大
村
市

内
で
も
重
天
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。市
内
の
事
故
の
特
徴
は
、
交
差
点

事
故
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事

故
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
に
よ
る
事
故

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

Lっむおお市政だよ り(3) 

新
入
学
児
を
持
つ

ご
家
庭
の
み
な
さ
ん
へ

小
学
校
入
学
を
境
に
し
て
、
子
供

の
活
動
範
囲
は
広
が
り
ま
す
。
同
時

に
交
通
事
故
に
遭
う
危
険
性
も
高
く

な
り
ま
す
。
子
供
の
特
性
を
理
解
す

る
と
と
も
に
、
子
供
の
毎
日
の
行
動

や
性
格
弁
干
分
把
握
し
、
実
際
に
通

学
路
を

一
緒
に
歩
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
に
あ
っ
た
指
導
を
し
て
く
だ

さ
い
。

み
ん
な
で

受
通
事
故
の
な
い
街
づ
く
り

次
の
こ
と
を
実
行
し
、
悪
質
運
転

者
の
追
放
と
交
通
事
故
の
な
い
街
守
つ

く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
家
庭
、
地
域
や
職
場
で
交
通
安
全

に
つ
い
て
-
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

②
正
し
い
交
通
行
動
と
思
い
や
り
の

あ
る
マ
ナ
ー
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

③
宿
酔
運
転
、
無
免
許
運
転
、

ス
ピ

ー
ド
違
反
な
ど
無
謀
運
転
弁
』
追
放

T
レ
宇品
7
レ
よ
スノ
。

④
無
事
故

・
無
保
険
車
両
の
運
転
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

国
道
制
号
線
の
最
高
速
度
、が

切
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

愛
更
さ
れ
ま
し
た

国
道
の
車
の
流
れ
弁
長
く
す
る
た

め
に
、
本
年
2
月
初
日
か
ら
、
国
道

M
A

号
線
の
最
高
速
度
が
、
的
キ
ロ

メ

ー
ト
ル
か
ら
印
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

⑮
⑧
③
③
が

間
違

っ
て
い
た
と
き
は

①
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

「
更
正
の
請
求
」
と
い
っ
て
、
正

し
い
税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間

は
、
申
告
期
限
か
ら
l
年
以
内
で
す。

な
お
、
請
求
の
内
容
が
正
当
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
納
め
過、ぎ
の
税

金
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

①
制
措
視
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と

き「修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
税

額
に
修
正
し
て
く
だ
さ

い。

定
期
パ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す

:
4月
ワ
白
か
ら
・
県
営
パ
ス

(本を読みながら歩くのやめようね)

4
月

7
日
か
ら
赤
佐
古
・

徳
泉
川

内
経
由
の
定
期
パ
ス
の
運
行
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

3

0
 

な
お
、
路
線
開
設
に
伴
い
、
次
の

バ
ス
停
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
通
過
予

定
時
刻
、
バ

ス
停
場
所
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
塁
一
呂
パ
ス
(
宮
(
9
0
1
3
4
)

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

新
設
バ
ス
停

回
の
平
橋
、
大
村
中

前
、
赤
佐
古
池
、
上
徳
泉
、

三
石

※
日
曜
日
、
祝
日
は
全
て
の
便
が
運

休
し
ま
す
。

修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更
正

を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま

す。
な
お
税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前

に
自
主
的
に
修
正
申
告
を
し
た
と
き

は、

過
少
申
告
加
算
税
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
修
正
申
告
に
よ

っ
て
新
た
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額
は、

修

正
申
告
書
を
提
出
す
る
日
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
延
滞
税
が
か
か

り
ま
す
の
で
併
せ
て
納
め
て
く
だ
さ

※
詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
(
宮
⑫

1
3
7
0
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

地球の洗たく命の洗たく※石けんは

発
/{ス

終 占始
ターミナル

皆 同 7 : 58 国立病院( 7: 25) 

新城入口
8: 06 。

( 8: 03) 

松 山
13: 00 大 多 武(12 : 55) 

松 山 13 : 05 国立病院
(13・00)

中公 山 16 : 01 ペ

(15 : 56) 

ノfスターミナル 16 : 10 大 多 武

松 山 16 : 35 国立病院
(16 : 30) 

国立病院 8: 18 空 i巷( 8: 00) 

大 多 武 8 : 25 パスターミナル( 8・10)

国立病院 8: 38 松 山
( 8: 20) 

大 多 武 13 : 31 ク

(13 : 16) 

※(国16立:1病9)院 16 : 37 自元 空 隊

赤佐古線時刻表

※土曜日 はパスターミナルが終点になります
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砂防

保
育
園
や
幼
稚
園
に

一引、

入
っ

て
集
団
生
活
を
始

日
山

め
た
幼
児
、が
、
は
し
か

M
w
w

や
水
ぼ
う
そ
う
な
ど
の

一F
瓦

感
染
症
に
か
か
り
ゃ
す

3ミ

い
時
期
で
す
。

E
Q

幼
旧
内
が
か
か
り
ゃ
す

い
感
染
症
と
い
え
ば
、
ま
ず
は
し
か
。

定
期
的
な
予
防
接
種
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
以
前
の
よ
う
な
大
流
行

は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
散
発
的
な
発

生
傾
向
に
な

っ
て
い
ま
す
。
か
ぜ
の

よ
う
な
症
状
が
2

・
3
日
続
き
、
い

っ
た
ん
熱
が
下
が
っ
た
あ
と
再
度
上

が
っ
て
発
し
ん
が
で
る
と
い
う
の
が
、

一
般
的
な
症
状
で
す
。
市
で
は
、

5

月

1
6
月
に
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、

4
月
日
日
号
の
市

政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。風
し
ん
、
水
ぼ
う
そ
う
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
は
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て

し
ば
し
ば
流
行
が
み
ら
れ
ま
す
。

風
し
ん
は
、
微
熱
と
発
し
ん
で
、

症
状
は
比
較
的
軽
く
、
家
で
お
と
な

し
く
し
て
い
れ
ば
治
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
怖
い
の
は
胎
児
へ
の
影
響
。

母
親
が
妊
娠
中
で
、
風
し
ん
へ
の
免

疫
が
な
い
場
合
は
す
ぐ
に
産
婦
人
科

医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
市
で
は

現
在
、
風
し
ん
の
任
意
予
防
接
種
を

実
施
中
で
す
。 替

の
健
康

水
ぼ
う
そ
う
の
発
し
ん
は
、
最
初

は
ん

に
赤
い
斑
点
、
次
に
水
ぶ
く
れ
、
最

後
に
か
さ
ぷ
た
と
変
化
し
ま
す
。
病

気
と
し
て
は
、
特
別
怖
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
体
の
抵
抗
力
の
弱

い
子
供
の
場
合
は
早
く
小
児
科
医
に

み
せ
で
く
だ
さ
い
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
は
耳
下
せ
ん
が
は

れ
る
の
で
、
比
較
的
見
分
け
や
す
い

病
気
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
1
週
間
前

後
で
治
り
ま
す
。

こ
う
し
た
感
染
症
は
、
子
供
が
社

会
に
適
応
し
て
い
く
上
で
、
越
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
障
害
物
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
や

予
防
を
き
ち
ん
と
し
て
お
け
ば
、
障

室[物
も
楽
に
乗
り
こ
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

曹
司
哲
司
君

。
@
@

任
意
予
防
接
種
を
行
い
ま
す

妊

婦

が

、

托

版

初

期

に

風

し

ん

に

中
央
産
婦
人
科
医
院

か
か
る
と
先
天
性
異
常
児
(
白
内
障
、
水
主
町
二
丁
目
宮
⑫

3
8
5
0

心
臓
奇
形
、
難
聴
な
ど

)

が

生

ま

れ

長

野

病

院

る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
今
ま

で

、

風

東

三
城
町

宮
⑬

1
1
2
3

し
ん
に
か
か

っ
た
こ
と
の
な

い

人

や

福

田

産
婦
人
科
医
院

予

防

接

種

を

受

け

て

い

な

い

人

は

、

古

町

一

丁

目

宮
⑫

6
1
2
4

妊
娠
前
に
抗
体
検
査
を
受
け
、
抗
体
桝
本
産
婦
人
科
内
科
医
院

価
の
低
い
人
は
予
防
接
種
を
し

て

お

大

川
田
町

宮
⑬

8
3
5
5

き
ま
し
ょ
う
。

お
び
産
婦
人
科
医
院

対
象
と
な
る
人

市

内

に

住

ん

で

い

本

町

宮
⑪

1
1
0
3

る
初
歳
以
上
の
女
性

料
金

自
己
負
担

接
種
病
院

(
医
院
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

後
藤
産
婦
人
科
医

院

生

活

環

境

課

衛

生

係

西
大
村
本
町

宮
⑪

6
0
1
5

万 8ポ 6も報対ちに 1 たい布ポ現査(表 つにす セ海時昔 こたい ポ
6 9が 2の告象が分キこ 。る もポ在)自し環ち遊 。イ道代かタと思綿の幼
2 、見 Oでしの、 けロの こ沖のはの然た境疋んあヨかにらンでい 毛花 い
7セら 6すで生そで四調 と縄ほ、結警緑町Fだ な ウら 牧 あポし 出をを 日
9 イ れ の 。そ物のボ方査 が まうセ果境 が ータたタ広 草 つポょ を吹摘
でヨたう調のを網ラのは わでがイに 諜 の さりン がンがとかはうおい ん春
し ウのち査結 見目ン網、 か広多ヨょ主国き k#子 J 共五大 。持てでの
た タは 、メ果た のテ 日全 りがくウる 基勢ザし ff供ポ;γ 来き ちう遊野T 調」よー」
。ン 、55ツをか中イ 7F国 まつ、タと礎末ろ，は のとと渡 種 く のらんで
ポ 3*シ量どでア叶 を して分ン、 調 F 発 三ど 時 が言来と分 人なだ
ポ 万タュとう、の J あわし 、け 手いり夕

日ぷ322霊会i E墨彊 ;21i法if f占ぷ

1
0
0年
ほ
ど
の
聞
に
セ
イ
ヨ

ウ
タ
ン
ポ
ポ
が
こ
ん
な
に
増
え
た

の
は
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
種
子

が
軽
く
、
し
か
も
単
為
生
殖
(
オ

シ
ベ
と
メ
シ
ベ
の
な
い
生
殖
)
な

の
で
、
遠
く
ま
で
一
人
旅
を
し
て

繁
殖
で
き
る
た
め
だ
そ
う
で
す
。

見
分
け
方
は
と
い
う
と
、
在
来

タ
ン
ポ
ポ
は
、
花
を
さ
さ
え
て
い

そ
う
ほ
う
へ
λ

る
総
苔
片
(
ガ
ク
の
部
八
万
)
が
上

を
む
い
て
い
る
の
に
対
し
、

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
下

に
そ
り
か
え
っ
て
い
ま
す
。

さ
で
、
春
と
い
え
ば
タ

ン
ポ
ポ
と
同
時
に
春
の
小

川
の
歌
を
連
想
し
ま
す
。

4
月
は

『河
川
美
化
月
間
』

で
す
。
川
を
よ
ご
さ
な
い

よ
う
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
で
行
わ
れ
る
河
川
の

清
掃
な
ど
に
協
力
し
ま
し

ょ
弓
ノ。

※もうご加入になりましたか市民交通傷害保険 (現在、生活環境課で受付中です)

タンポボ

dyfp 
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お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
を

補
強
す
る
た
め
栄
養
食
品
の
援
助
を

し
て
い
ま
す
。

対
象
前
年
分
の
所
得
税
非
課
税
世

世
市

受
給
期
間

-
妊
婦
妊
娠
5
か
月
1
出
産
月

-
産
婦
出
産
月
の
翌
月
か
ら
3
か

月
間

・
乳

児

生

後

4
か
月
1
ロ
か
月

※
支
給
開
始
月
の
体
重
が
叩
パ

ー
セ
ン
タ
イ
ル
値
以
下
で
、

むお

c
c
c
c
 

納
め
忘
れ
は

お
り
ま
せ
ん
か

4
月
は
国
民
年
金
を
納
め
る
締
め

く
く
り
の
月
で
す
。

昭
和
印
年
度
の
年
金
は
4
月
初
日

を
過
ぎ
る
と
、
お
手
持
ち
の
納
付
書

お市政だより(5) 

医
師
や
保
健
婦
の
証
明
が
必

要
で
す
。

申
込
方
法
印
鑑
、
母
子
健
康
手
帳

を
持
っ
て
生
活
環
境
課
衛
生
係
ヘ

fロIi Lt 手L 粉ミルク ママミルク

書士
1日1本

1月1缶 1月3缶

量 (1，200 9 ) (4009 x 3 ) 

担負
鑑 料 若干個人負担があります

室買

受給方法

販売庖からの 市が委託する薬局で受給

配達 で、きます

市が発行する受給券が必要です

で
は
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国民年金

かけてよかった

楽しい老後

お願い

犬は丈夫な綱か鎖でつないできてください。:

人をかむ恐れのある犬は、口輪をつけてき

てください。

登録と注射が済んだ犬には、首輪に鑑札を

つけてください。

:当日は受け付けが混雑しますので、つり銭

jがいらないよう、ご協力ください。

一一射注防
と
予
録
病
登
、
大
の
狂
、大
一一
飼い犬は、 1年に1回の登録と狂犬病予防注射を受けるよう

義務づけられています。

手数料 登録料 2，100円 予防注射料 1，800円

注射済票交付料 400円、 合計 4，300円

程

月 日 場 所 時 間 月 日 場 pff 時 関

4・14(月) 市役所 10 : 00 -15 : 00 4 . 19(土) 植松公民館 9 : 30 -10 : 50 

今村公民館 10 : 30 -10 : 45 21(月) 竹松出張所 10 : 00 -15 : 00 

溝陸公民館 11 : 00 -11 : 15 22(火) 中地区公民館 10 : 00 -15 : 00 

1日火) 二浦出張所 11 : 25 -11 : 50 重井田 (今里伸作宅前) 10 : 00 -10 : 20 

西部公民館 13 : 40 -14 : 00 野岳湖バス停 10 : 30 -11 : 00 

陰平下公民館 14 : 10 -l4 : 30 23(利 東光寺公民館 11 : 15 -11 : 30 

平町(佐藤宅前) 10 : 00 -10 : 30 松原出張所 13 : 00 -14 : 00 

16(水)
鈴田出張所 10 : 40 -11 : 00 武留路公民館 14 : 10 -14 : 30 

上久原公民館 13 : 00 -14 : 30 黒木パス終点 10 : 00 -10 : 15 

椎池公民館 14 : 40 -15 : 00 黒木小学校下 10: 25-10: 50 

寿古公民館 10 : 00 -11 : 00 久良原公民館 11 : 00 -11 : 20 

17(木) 福重出張所 11 : 10 -12 : 00 24(木) 萱瀬出張所 13 ; 00 -13 : 30 

立福寺バス停 13 : 10 -13 : 30 旧南川内分校下 13 : 40 -l3 : 50 

富の原2丁目公民館 13 : 40 -14 : 40 宮代公民館 14 : 05 -14 : 40 

微神堂広場 9 : 30 -10 : 00 農協萱瀬第1支所 14 : 50 -15 : 20 

18(金)
諏訪公民館 10 : 15 -11 : 50 25(1お 大村保健所 10 : 00 -15 : 00 

池田公民館 13 : 10 -14 : 00 26(土) 上諏訪公民館 10 : 00 -10 : 30 

堺町公民館 14 : 10 -14 : 30 12: 00-13 : 00は休みます。

※ボケ老人介護相談電話室

日

岱⑬9筋8(慈恵荘内、いつでも受け付けます)

射注防予
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J山静か!こ “お茶会.(% 諏訪保育園)

情操教育に役立てようと「お茶会」を実施。きちんと

正座しだ園児たちは¥先生からだててもらったお茶を

い芝だ、いていまし疋。

第T固松原住民センターまつり(% 松原住民センター)，
住民センターを利用しているグループの発表や地元の川

人だちの作田展などが行われ¥約400人の見学者でにぎ、

ftz 
争1
27f 
者一1叉;
が.:¥
.< 

わいまし疋。 可V

tダ

a (: 
.ぜ

こちらは町内文化祭(%~% 今村公民館)

第2回今村町内文化祭ガ行われ、 町内150世帯か

ら、 書道や盆栽、 手芸など多くの作自が出田さ

れまし疋。

※子育て電話相談室 岱⑮4070(諏訪保育園内、 月曜日~土曜日、午前10時~午後5時)
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勺むおお市政だより(7) 

。
現
在
、
市
民
税
所
得
割
の
非
課
税

者
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
、
月

額

2
0
0
0
円
の
加
算
制
度
は、

6
月
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

O
A
7
回
の
制
度
改
正
は
、
本
年
か
ら

3
年
間
で
段
階
的
に
実
施
さ
れ
、

臼
年
ム
度
か
ら
は
、
第
2
子
以
降
、

す
べ
で
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童

だ
け
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

川

5
月
幻
固
ま
で
に

川

川

申

請

を

川

新
制
度
で
、
新
た
に
支
給
の
対
象

と
な
る
ん
は
、
認
定
申
請
が
必
要
で

す
。
(申
請
を
し
な
い
と
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
)

申
請
期
限

5
月
訂
日
出

申
請
場
所

市
民
課
記
録
係

持
っ
て
く
る
も
の

①
印
鑑

②
保

護
者
名
儀
の
預
金
通
帳

(郵
便
貯

金
は
不
可
)
③
保
護
者
が
厚
生
年

金
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
事

業
所
の
年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は

申
立
書

。
現
在
受
給
中
の
人
で
、
新
制
度
に

よ
り
第
2
子
が
支
給
対
象
と
な
る

人
は
、
児
童
手
当
額
改
定
申
請
が

必
要
で
す
。
5
月
紅
白
ま
で
に
届

け
出
で
く
だ
さ
い
。

。
前
記
以
外
で
、

す
で
に
現
在
児
童

手
当
を
受
給
中
の
人
は
、
従
来
通

り
6
月
中
に
現
況
屈
を
出
し
で
く

だ
さ

い
。
(該
当
者
に
は
、

5
月
末

頃
通
知
し
ま
す
)

。
公
務
員
の
人
は
、
職
場
へ
申
請
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

勤
務
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

。
児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
制
度
に

つ
い
て
、
不
明
な
点
は
市
民
課
記

録
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

場日唇

E所分時司雇

国 iag
z神日 目官
民社 (*) @j 
1-'斗1 、

監言語自
長Ei;a 
栄 30

引
年
度
の

手
話
講
習
会
を

聞
き
ま
す

聴
覚
障
害
者

(ろ
う
あ
者
)
と
交

流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
も
手

話
講
習
会
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

期
間

4
月
日
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
、

午
後

6
時
1
8
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

開
講
式

4
月
間
日
制
、
午
後
6
時

初
分

受
講
料

無
料

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

歯
の
巡
回
診
療
を
行
い
ま
す

1
4
希
望
者
は
福
祉
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

4
1

心
身
障
害
者
(
児
)
の
人
で
、
心
身

の
機
能
障
害
と
い
う
特
性
な
ど
で

一

般
歯
科
医
療
施
設
に
お

い
て
治
療
困

難
な
人
を
対
象
に
、
大
村
東
彼
歯
科

医
師
会
の
ご
協
力
で
歯
科
巡
回
診
療

を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
現
在
治
療
し
て
い
る
人

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

希
望
す
る
人
は
、
福
祉
課
添
え
付

け
の
「
在
宅
者
歯
科
診
療
問
診
票
」

に
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い。

予
約
制
な
の
で
早
め
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ

い。

診
療
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

診
療
日

4
月
4
日
EI--6

月
幻
日
、

毎
週
金
曜
日

費
用

健
康
保
険
を
適
用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

心身障害者

ヨ⑭~UJW号q~邑窃
「テεフ・パヘ。ットシアター・ひとみJ大村公演

遠野物語~おしらさま~
〔施設対抗歌合戦と展示即売会〕

日時 4月6日(日) 13: 00'"'"'16: 30 
場所大村市コミュニティセンタ一
入場料 200円

日時 4 月 1 9 日(封、午後6時30分~8時30分

場所 市コミュニティセンター

前売券 大人=1，500円小・中学生二 1，000円

問い合わせ 「デフ・パペットシアター・ひとみj大村公

演実行委員会(宮⑪2444、ろう学校同窓会事務局)

( 4 月 1 9日、午後 1 時~3 時、福祉センター)※耳とニとばの相談日
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O 

o 

o 
宮
⑨

2
4
5
ワ

読
書
感
想
文
集
が

で
き
ま
し
た

秋
の
読
書
週
間
行
事
と
し
て
皆
さ

ん
か
ら
墓
雀
ポ
し
た
、
読
書
感
想
文

・

読
書
体
験
記
な
ど
を
編
集
し
て
文
集

存
作
成
し
ま
し
た
。

な
お
、

併
せ
て
大
村
市
児
童
読
書

感
想
発
表
大
会
の
発
表
者
の
原
稿
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
人
に
は
、
無
料
で
さ

し
あ
げ
ま
す
。

配
布
・
問
い
合
わ
せ

図
書
館

0
0
0
6
 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

登
録
を
受
け
付
け

受
付
期
限

5
月
白
日
出

登
録
料

無
料

登
録
の
条
件
・

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大

会
な
ど
(
野
球
・パ
レ
i
・
ソ
フ
ト

な
ど
)
へ
の
出
場
は
登
録
者
の
み

認
め
ま
す
。

・
日
常
活
動
が
で
き
る
範
囲
内
で
結

成
し
て
く
、
だ
さ
い
。

-
単

一
団
体
で
日
常
活
動
が
で
き
な

い
場
合
は
、
隣
接
す
る
団
体
と
合

併
し
て
登
録
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
部
分
的
に
複
数
の
少
年
団

に
登
録
す
る
こ
と
は
認
め
ま
せ
ん
0

・
締
め
切
り
後
の
登
録
ま
た
は、

追

加
登
録
は
認
め
ま
せ
ん
が
、
転
入

生
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
体
育
課

※
登
録
用
紙
は
体
育
課
に
あ
り
ま
す
。

第

4
回
公
立
エソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

大

村

地

区

予

選

チ
l
ム
の
編
成

4
年
生
以
上
の
小

学
生

期
日

5
月
お
日
開

場
所

森
園
グ
ラ
ン
ド

参
加
料

3
0
0
0
円

申
込
期
限

5
月
刊
白
川

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

宮
⑫

4
1
7
8

春
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時

4
月
日
日
間
、
午
前
9
時

※
雨
天
の
場
合
は
4
月
却
日
間

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目

男
子

・
女
子
各
ダ
ブ
ル
ス

対
象

高
校
生
以
上
で
市
内
に
住
ん

で
い
る
人

参
加
料

l
組
2

0
0

0
円

申
込
期
限

4
月
8
日
州

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

合
(⑪
9
4
2
1
(
小
宮
)

第
叩
固
オ
リ
工
ン
テ

i

リ
ン
グ
大
会
成
績

A
コ
ー
ス
(中
学
生
以
上
・お
組
)

①
久
保
田
要
組

①
花
崎
繭
一

郎

組

③
吉
崎
達
也
組

B
コ
l
ス

(家
族
組
・

灯
組
)

①
一

瀬
博
組

②

口
石
保
範
組

③
渡
海
嘉
久
組

④
朝
長
幸
男
組

⑦
藤
田
幸
市
組

ー

環

境

美

化

;

か
ん
回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
)

市
民
大
清
掃

美
し
い
自
然
、
住
み
よ
い

8
月
日
日

環
境
は
人
聞
が
豊
か
な
生

活

¥

ノ

環

境
衛
生
週
間

を
送
る
た
め
に
大
変
重
要
な

市
β

)

9

月
幻
日
1
幻
日

も
の
で
す
。
大
村
市
は
多
良

え
ν
殺
そ
剤
あ
っ
せ
ん

2
月

火
山
と
郡
川
を
始
め
と
す
る

、
!
-

な
お
、
こ
う
し
た
行
事
は

河
川
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
一扇

ム
ノ
全
町
内
会
を
基
本
に
構
成
さ

状
地
で
、
そ
の
自
然
美
は
恵

手
w

れ
て
い
る
大
村
市
衛
生
組
織

ま
れ
た
生
活
環
境
と
し
て
有

を

連

会

E
協
力
し
て
推
著

名
で
す
。
こ
の
環
境
を
よ
り

メ

』

nノ
て
い
ま
す。

よ
く
す
る
た
め
に
は
、

一入

品
紹

各
町
内
に
は
衛
生
委
員
が

ム
ヲ

ノ

、

有

ひ
と
り
の
理
解
と
協
力
、が
必

骨子

V

Y
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、

要
で
す
。

ヨ
e

f

d
委
員
を
中
心
に
町
内
清
掃
や

最
近
は
、
ヵ
や
ハ

エ
が
少

し

配

犠

市
内

一
斉
清
掃
に
取
り
組
み

な
く
な
っ

江

口

J
i
全

館

ま
し
ょ
う
。

い
え
、

ま
メ
棺
弦
く
手ff
ち

を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
0

・
・
司
吋
v

司

L
V

‘

t

唱
瞬

F

ま
た
、
ダ
一一や
ア

j
ト
一一間
会
臨
量
E
E
・
晶
圃

タ
マ
ジ
ラ
ミ
な
ど
の

料品

川

三

・

圃

・

圃

・

・

・

発
生
、が
見
ら
れ
る
よ

ケ
圃
担
調
U
R

H
・
開
門
司
岨
圃
圃
・
・
・
・
・
ン

う
に
、
駆
除
対
策
を

臨

陪

溜

も

1
閤

m

圃・・・↑

怠
る
と
害
虫
が
発
生

圃
・
岡

w
-1
Eld------

・・・・司
戸f圃F
ι-1

1

j

J41υ

-4
a

・・・圃・
7

し
て
き
ま
す
。

園
間

凶

，

‘
陸

一F

-4
・
司
恥

月
々
や
四
季
に
応

園

E
轟
置
司
明

va
T
l
p
pe
a
』

収

じ
た
町
内
清
掃
を
始

圃

・
臨
瞬
間

ド

J

P
ピ

・

回

園司圃
-B

f

-Hピハ
haa
ん

め
、
市
内
一
斉
清
掃
盟
国
菅
地
調

司

?
r一一
地
J
-
E

』・aFF4か

-』E
・・・・・・聞，
A
も
E
S

‘.E
f

，、I
R
ia洞

a

・幽
司、
4
v

・・ヨ
司曹司
-

4a

司、........ 圃p
i
-
-

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

E
-t
iιE1Ah-

-
-
Eき

一関面
開
嗣
d
事

EB--'轟引
y
ih--圃・・
空

環
境
美
化
に
関
す
る

歯

医

FI--
ョ
，bE邑
邑
・
・
圃
・

主

な

行

事

点
犠

働
問

1
u
E幽
E
E昆
圃
・
圃
圃

環
境
週
間

話

両
副
【
睡
岨
司

a・
・
・
・
・
・
・
・

6
月
5
日
i
u
日
和
弘
匙
殴
温
掴
珂
ふ
・

2a圃
圃
・
圃

(
6月
8
日
、
空
き

謂
品
評
-
時

4

・JR
向

a・
園
田
園
田

※青少年に関する悩みの相談は青少年センターへ (市コミュニティセンター内、 宮⑭ 3161)
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小

学

生

軟

式

庭

球

教

室

日
時

毎
週
日
曜
日

・
祭
日
、
午
前

7
時
1
9
時

対

象

小

学
4
年
生
以
上

会

費

年

2
0
0
0円
(
傷
害
保
険
、

ボ
ー
ル
代
を
含
む
)

申
込
方
法
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で

受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

軟
式
庭
球
協
会
事
務

局
(
宮
⑬
4
6
4
0
、
森
上
)

初
仙
者
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

期
間

4
月
9
日
j
初
日
、
毎
週
水

曜
日
、
午
後
7
時
初
分
1
9
時

場
所

市
民
会
館

種
目

ジ
ル
バ

問
い
合
わ
せ

宮
⑬
2
6
6
3
(朝
長
)

※
会
費
は
、
申
込
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

大

村

少

年

合

唱

団

毎
週
土
曜
日
、
午
後
2
時

対場練
象所 よ 習
り日

小市
学コ
4 ミ
年ユ
ーー 一二仁 ー-
j テ
6 イ
年セ
と仁 ン

でタ
音 1

、勺

各種講座の受講者を募集

-バドミントン教室 (市民体育館〉

毎週木曜日、 午後ア時30分~9時30分
・力メラ教室 (勤労青少年ホーム〉

第 1.2火曜日、午後ア時30分'"'-9時30分

対象 市内に住んでいる人まだは勤めてい

る人で、30歳未満の人

受講料無料 (教材費は実費〉

申し込み ・問い合わせ 勤労青少年ホーム

(包⑧オ 3 53 、 午後 オ 時~9時〉

※申し込みと同時に災害保険(290円〉に加入

してください。

むお

勤労青少年ホーム

講座名

お市政だより(9) 

申地区公民館

貧国伊119~~司

楽
に
興
味
を
持
つ
人

申
込
方
法

印
か
ん
持
参
の
上
、

練

習
日
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い。

問
い
合
わ
せ

宮
⑮
7
7
8
0
(角
谷
)

大
村
ギ
タ
ー
合
奏
団

初

級

講

座

期
間

4
月
日
日
か
ら
毎
週
金
曜
日

(
2
か
月
間
)
、
午
後
7
時
よ
り

場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費

月
2
0
0
0
円

講
師

九
州
ギ
タ

i
音
楽
協
会

会

長

山

下

亨

先

生

問
い
合
わ
せ

ふ

タ
カ
カ
イ

宮
⑬
0
3
2
8
(古
院
旧
)

期間 4月 1 9日出~21 日(目)、 午前9時~午

後4時30分 (21日は午後3時まで〉
場所 中地区公民館

内容 公民館利用グループの作田展、バザー

参加グループ 墨影会 (需画〉、水彩画クラ

ブ、フランス刺しゅう、フラワーデザイ

ン、 中地区俳句会、手あみ、紙粘土人形、

峰友会(書道〉、手作りの会(抱き人形，j'¥ッ
チワーク〉、和裁、着目け、あざみ(料理〉¥

やすらぎ会〈茶道〉、 茶の湯、茶実会

いよいよ、花のシーズンμ 開幕。

ご家族そろって、対す花まつりへ出かけませんかo

> ，'" '(:.'&1."去、「

⑧⑥⑥⑩ 

4月5日午後 l時より
6日午前11時より

大村公園特設舞台

~菌、勝易対抗歌合戦、とび入りカ ラオケ大会、

おおむらくじら太鼓、きき酒コンテスト、野だて、

ジャズダンス

花まつり期間中、 対 松園売庖(噴水横)で、すば

らしい景品があたるアンケートクイズも実施します。

日時

場所

内容
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長
崎
県
育
英
会

奨
学
生
(
大
学
)
を
募
集

資
格

県
内
に

1
年
以
上
、
住
所
が

あ
る
人
の
子
弟
で
、
大
学
に
在
学

し
て
い
る
人
の
う
ち
、
経
済
的
理

青年国際受流事業

俊夫くん ・松並2丁目〉
としお

由
に
よ
り
修
学
困
難
で
、
健
康
か

っ
人
物

・
学
業
と
も
優
れ
て
い
る

人
(
大
学
院
、
短
大
、
専
修
学
校

な
ど
を
除
く
)

貸
与
月
額

・
国
公
立

1
1
万
5
0
0
0
円

.
私
立
1
2
万
円

返
済
方
法

大
学
卒
業
の
6
か
月
後
か
ら
叩
年

以
内
に
返
還
(
年
賦
ま
た
は
半
年

賦
)

申
込
期
限

5
月
刊
日
川

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
庶
務
課

※
願
書
な
ど
は
、
教
育
委
員
会
庶
務

課
に
あ
り
ま
す
。

(喜多
き 芝

期 間 支ぜ 象事業名

① 青年海外派遣
9 月 ~10 月

昭和31年4月2日
② 日本 ・中国青

(約3週間) ~41年 4 月 1 日生
年親善交流

まれの人
昭和62年

※(00)は学生不可
③ 青年の船 1 月 ~3 月

③は学生可
(約55日間)

昭和30年4月2日
④ 東南アジア 9 月 ~ ll 月

~43年 4 月 1 日 生
青年の船 (約60日間)

まれの人(学生可)

応募期限 4月17日(木)

問い合わせ 教育委員会社会教育課

中
小
企
業
大
学
枝
直
方
校

研

修

内

案

テ
ー
マ

情
報
化
時
代
に
お
け
る
中

小
企
業
の
経
営
戦
略

対
象

経
営
者
、
後
継
者

期
間

5
月
日
日

ω1日
日
制

定
員

犯
人

同
義
明
科

1
万
8
0
0
0
円

申
込
期
限

4
月
刊
白
川

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
小
〈
幸
禾
大
学
校
直
方
校
研
修
課

(

一

Tm直
方
市
永
満
寺
、
宮
直
方

③
1
1
4
4
)
 

県
営
住
宅
管
理
事
務
を

刀~
5之

更

し

ま

す

公
営
住
宅
の
管
理
事
務
な
ど
は
市

建
築
課
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
4

月
1
日
か
ら
県
営
住
宅
の
管
理
事
務
・

申
し
込
み
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
建
築
課
住
宅
係
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

第
刊
固
み
ん
な
の
健
康
教
室

1
胃
の
集
団
検
診
に
つ
い
て

1

日
時

4
月
同
日
倒
、
午
後
1
時

1

2
時
初
分

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域
医

療
研
修
セ
ン
タ
ー

内
容

胃
腸
透
視
や
胃
内
視
鏡
な
ど

の
集
団
検
診
が
、
病
気
の
早
期
発

見
に
役
立

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の

話
で
す
。

講
師診
療
放
射
線
科
医
長

天
本

祐
平
先
生

内
科
医
長

後
藤

嘉

樹
先
生

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り

太
鼓
打
ち
手
募
集

子
供
の
部

小
学
2
年
生
1
中
学
3

年
生
、
若
干
名

大
人
の
部

若
干
名

※
子
供

・
大
人
と
も
男
女
を
聞
い

ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
協
賛
会
事

務

局

(
宮
⑫

2
5
8
0
)

敬
称
略

EE四E腔雲関遣要悪事
3月15日号で、お知らせした 14月の保健カ レンダ-J
の中で日曜当番医が、次の通り変更になり ます。

6日I(内・小)松井医院久原2丁目 宮⑬6624

(日) I (外・内)原医院宮小路1丁目 告⑮8427

27日I(内・小)松尾医院玖島郷 宮⑫4412
(日) I (眼)岩崎眼科医院本町宮⑫3435

〈香
典
返
し
〉

福
祉
基
金
へ

マ
一
瀬
休
生

(木
場

一
丁
目
)
初

万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
山
中
生
二
(
今
村
町
)
5
万
円

マ
今
畑
ミ
ヨ
(
富
ノ
原

一
丁
目
)

3
万
円

マ
渡
辺
春
利
(
久
原
一
丁
目
)
日

万
円

マ
川
添
ア
イ

(
水
計
町
)
印
万
円

〈
一
般
寄
付
〉
敬
称
略

松
原
公
子
校
ヘ

マ
西
日
本
プ
ラ
ン
ト
工
業
部
M
l
タ

イ
ヤ
ジ
ム

(ぬ
万
円
相
当
)

大
村
子
供
の
家
へ

=

マ
赤
水
清
春
(
本
町
)

4
吋
泉
の
里
へ

ー

マ
竹
松
婦
人
会
l
慰
問

aeマ
松
並
付
老
人
ク
ラ
ブ

1
慰
問

L
マ
A
7
里
正
己
(
徳
泉
川
内
町
)

5

4e
万
円

一ζマ
大
川
田
町
老
人
会

1
奉
仕

う

マ
大
場
勝
行
(神
戸
市
)
5
万
円

し
=
マ
大
高
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

問

W
マ
諌
早
民
謡
愛
好
会

1
菓
子

E
M泉
の
里

・
慈
恵
荘
・
向
陽
寮
へ

怜

朕

マ
九
電
大
村
営
業
所

1
ス
ズ
ラ
ン

寄

・4

-ζ 

-
万
円


	198604-1-p01
	198604-1-p02
	198604-1-p03-05
	198604-1-p06
	198604-1-p07
	198604-1-p08-10

